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【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
】 　
第
18
回

　
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
が
流
行
し
て
い
る
が
、
位
置
情
報
の
利
用

に
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
る
。
い
つ
ど
こ
に
行
っ
た
か
、

何
を
撮
影
し
た
か
な
ど
は
全
部
記
録
さ
れ
、
一
人
一
人
が

〈
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
〉
作
成
に
協
力
し
て
い
る
わ
け
だ
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
Ｃ
Ｍ
で
、
登
園
し
て
く
る
園
児
を
ロ
ボ
ッ
ト

の
く
ま
ち
ゃ
ん
が
顔
認
証
、
表
情
照
会
に
よ
っ
て
、

登
降
園
管
理
、
健
康
管
理
し
て
い
る
未
来
の
姿
が

流
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（Inform

ation and 
Com

m
unication Technology

）
化
と
い
う
と
、

エ
ク
セ
ル
の
利
用
、
電
子
黒
板
や
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
な
ど
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
そ
ん
な
生
や
さ
し

い
も
の
で
は
な
く
、
教
育
再
生
実
行
会
議
提
言
で

は
、「
頭
脳
労
働
の
機
械
化
や
、
感
覚
・
機
動
性
・
知
性
が

強
化
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
人
間
活
動
の
代
替
な
ど
、
現

在
の
常
識
を
覆
す
破
壊
的
技
術
が
比
較
的
近
い
将
来
に
実
現

す
る
可
能
性
」
を
前
提
に
、「
今
後
は
、
人
間
が
〔
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
や
人
工
知
能
よ
り
〕
優
位
性
を
持
つ
資
質
・
能
力

を
磨
き
、
高
め
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
必
要
に
な
り
ま
す
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
の
〈
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
〉

が
、
よ
り
人
間
的
な
も
の
に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
高
度
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
た
だ
の
〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
〉
に
な
る
の

か
、
矛
盾
が
あ
り
、「
論
点
」
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
〈
教
師
の
仕
事
〉
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
機
械
に
取
っ
て

変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
立
ち
歩
き
、
遅
刻
、

不
登
校
な
ど
位
置
情
報
で
「
判
断
」
さ
れ
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
の
照
合
に
よ
り
〈
指
導
〉
も
〈
評
価
〉

も
機
械
に
〈
さ
れ
る
〉
よ
う
な
未
来
で
い
い
の
だ

ろ
う
か
。 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）
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